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研究型大学院大学における日本語カリキュラムの開発
1.背景と目的
日本圏内における日本語教育には，留学生
30 万人計画による留学生急増という量的拡
大とともに，教育の質保証という両面が課題
となっている。そのような要請に応えるべく，
発表者らは研究型大学院大学において 2009
年度より独自のカリキュラムデザインとリソ
ース開発に取り組んできた。
本パネルでは，カりキュラムデザインの理
念およびリソース開発の実際を報告し，かつ，
(1) Common European Framework of Reference 
(以下， CEFR)等を参照したカリキュラム開発
や教材作成等の有効性の検討， (2) 日本語環境
において研究活動を行う研究留学生の特性に
応じたアカデミックな日本語教育の提案，の
2点を中心に論じる。
2. 力リキュラム開発における CEFR の有効性
CEFR の各種の能力記述は，カリキュラム開
発においてひじように有用なツールとなった。
本節では， CEFR能力記述の 6 つのレベルと 25
の言語活動を示し，新カリキュラムでどの部
分を Eのように扱うこととしたかを報告する。
本報告を通して CEFR のカリキュラム開発に
関する参照枠としての有効性を示す。
3. 基礎日本語教育
3. 1 自己表現活動中心のマスターテクスト・
アプローチによる基礎日本語教育
新カリキュラムの基礎日本語教育課程では，
文型・文法事項積み上げ方式に代わり，自己
表現活動中心のマスターテクスト・アプロー
チという教育方法を採用している。同教育方-
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法はテーマ中心の外国語教育のー形態で，自
己表現活動に関わるテーマを各ユニットで設
定したカ P キュラムを策定し，同テーマにつ
いてのプロトタイプ的なテクスト(以下，マ
スターテクスト)を核として教育が行われる。
文型・文法事項はそのようなテクストの中に
織り込む形で提示され，そのようなテクスト
から言葉遣いを流用して自身の発話を構成し
言語活動に従事することで日本語習得を促進
するという対話原理に基づく日本語習得がデ
ザインされた。新たな基礎日本語教育のアプ
ローチ等については別稿(西口他 2012) に韻
札本稿では同教育方法に基づく一般留学生
を対象とした基礎日本語教育の内容を概観す
る。
3.2 大学院研究留学生のための基礎日本語教
育
研究型大学院大学では，大学院での学位取
得を目指す留学生(以下，研究留学生)が大
きなワエイトを占め，彼/彼女らの特性に応
じた教育のデザインが必要とされる。本発表
では，研究留学生を対象とした日本語集中コ
ースにおける基礎日本語教育について報告す
る。このコースでは， 3-1 で述べた自己表現
活動中心のマスターテクスト・アプローチに
基づき，大学院進学前の予備教育として，日
本語末習の研究留学生に対して 15 週間の集
中的な日本語学習の機会を提供している。
発表者らは， 3-1 で述べた一般留学生用の
マスターテクストをプロトタイプとして，研
究留学生に特化したマスターテクストを開発
した。そして，自己表現を中心とした種々の
活動を通じて，学習者の大学コミュニテイへ
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の参加の促進，および，それを可能にする基
礎日本語能力の獲得を固標とするコースをデ
ザインした(義永他 2012)。これらの過程は，
自律的学習能力・自己管理能力の育成や，専
門家の卵としての自己の再確認をいった，研
究留学生の全人的教育にも貢献しうるもので
ある。
4. アカデミックな目的に特化した中級・よ級
日本語教育
4. 1 アカデミック・オーラルコミュニケーシ
ョン教育
研究留学生という学習者特性に応じ，研究
相談や研究ディスカッション等，研究場面に
特化し論理性を重視した，アカデミックな口
頭スキルの養成を中心に据えたカリキュラム
を開発した。
学習者の多くが研究室に参入直後で本格的
な研究活動を今後開始する来日直後の研究留
学生であることを背景として，予備教育的か
っ日本の研究室文化理解の観点も重視した。
研究室構成員や研究室文化を自ら発見して共
有し合う活動(三牧 2010) や，今後従事する
研究の一連のプロセスを辿りながら，いずれ
の段階においても周囲の研究環境における人
的リソースとの円滑な人間関係構築を基盤と
したコミュニケーションの必要性を強調した
内容となっている。つまり，アカデミックな
口頭コミュニケーション能力の養成とともに，
参入する環境を理解・活用できる観点の養成
も同様に重視した JSP 教育である。
4.2 アカデミック・ライティング教育
学習者の文章の問題は，文法や語葉の言語
知識の不足より文章構造の不整合や論理的飛
躍の方が深刻であり(村岡 2010) ，特に大学院
レベルでは看過できないものである。こうし
た問題意識から，アカデミック・ライティン
グ(以下 A的教育のカリキュラムを論じる。
研究に必須の批判的コメントの授受の観点
から，複数の文章を比較，分析，評価する協
働的活動「テキスト分析タスク」を導入した
教育実践を行った。本タスクは，学習者は (1)
文章評価能力がまず高まり， (2) 自己の学習へ
のメタ認知能力の向上が進歩を促すという仮
説(村岡他 2009) に基づき，かっ批判的読みの
深化，他者から学ぶ姿勢の強化，および推敵
能力の向上を目指している。上記実践の結果
と学習者への調査から， AW には言語項目に加
え，構造や展開等の広い視野の獲得，学習へ
のモニターも重要であることもわかった。
以上から， AW教育はフィードパックとして
の文章評価作業，自身の文章の修正作業をカ
リキュラムの中心に置き，協働的な学習活動
の可能性をより探るとともに，学習過程を継
続的に観察することが重要であると言える。
5. まとめ
留学生急増と教育の質の保証という要請に
応えるべく開始した新たなカリキュラム開発
においては，レベル照合や各レベルの記述に
あたって CEFR を参照しつつ，研究型大学院
大学の特性に応じた記述の絞り込みを行った。
基礎日本語教育段階とアカデミックな目的に
特化した中級・上級段階における理念や取り
組みを示したが，実践の評価を積み重ね，さ
らに開発を進めることが課題である。
注:本研究は平成 23 年度科学研究費補助金基盤研究(B)
「留学生大量受け入れ時代に向けた大学における新
たな日本語教育スタンダードの構築J (課題番号
2132∞93 研究代表者西口光一)の助成を受けた。
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